






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
（続紙  １  ）                             








揮する。これまでに、 in vivo と in vitro の実験系における機能解析、及び制御機構の研
究が進められ、微小管重合あるいは脱重合過程に阻害的に作用する薬剤が、医療や農業
に使用されている。CIPC（ isopropyl N-3-chlorophenyl carbamate）は、他の生物種で
は多極紡錘体形成を促進し、除草剤として広く使用されている薬剤である。この薬剤が
微小管を標的とすることが推測されているが、その作用機序は不明であった。本研究に
おいて申請者は、分裂酵母の CIPC 高感受性変異体である cps3-81 と、その多コピーサ










心  (MTOC) への局在を確認できなかった。よって、Scp3タンパク質は間接的な微小管
制御因子であると考えられた。  
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